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はじめに
　連句にはあらかじめ決められた筋道がなく、その場で前句に付
句を付けるという一回限りの展開によってのみ巻かれていくものだと考えられている。だが、そ 一方で月や花 定座というあらかじめ決められた指標が存在することも事実である。例えば『俳諧無言抄』
（延宝二）
などには、 「四春八木」といって後に予定さ
れた花の定座への配慮が説かれているよう
に１
、殊に、初折裏の月
と花は、式目上月に関わる秋季が三句続くのみならず、花に関わる春季も三句続くことを考慮しつつ連句を展開せざるを得ず、らかじめ後の展開を予測して句を付ける必要があるのであって、付句作者が単に前句に付けることによっ のみ連句 展開されると単純には考えがたい場合があ 。はた て、 の季の に対する意識、もしくはその意図はどのようなものだった だろか。ここでは、季が混み合う三季移りを例に挙げて、芭蕉 ちいかにして後の展開を予想しつつ 連句を巻いていたのかという
ことを考えてみた
い２
。
一、三季移りの種類
　連句における季節の転換は通常、雑の句を挟んで行われてい
る。したがって、季節の異なる二句を一つの世界として享受しなければならない季移りは、それだけ季語の使い方や一句の季節感の解釈の仕方に無理を強いることになる。それゆえ、こうした移りは通常、 秋から春、 夏から秋などの二 移りが中心であるが、中には夏・秋・春 ど三季に渡ったり、四季に渡る場合もある。このような場合を通常の季移りと区別して 三 移り
（四季移り）
と呼んでい
る３
。例えば、原田曲斎『貞享式海印録』
（安永六）
には、
三季移りにつ て次のように説 れてい
る４
。
三季移はカ仙に一所、 百韵に二所也。 四キ移は事満る故にや、常にせず。句続も二キにても三キにても、凡九句続已上は稀也。
　芭蕉連句一五五巻中、季移りは全一三八例あって、その内の二
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〇例が三季移りであ
る５
。右にあるように、実際に歌仙で一箇所、
百韻で二箇所以上出された例はない。だが、一巻中に季移りが頻出していたり、その内の一つが三季移りであったり、また、四季移りを行った も見られる。季の句の割合の高い貞享期のみならず、元禄期に入ってから晩年に至るまで、三季移りは出現している。特に、元禄二年「おくのほそ道」の旅中 芭蕉は曾良を伴って訪れた先々でその地方の連衆と連句を巻いていくが、この時期、他の時期に比べて三季移り 非常に多
い６
。また、最晩年の元
禄七年でも、三季移りは巻直し 歌仙 中 あって、推敲後も三季移りが解消さ ることなく、そのまま残さ ている である。
　まずは、芭蕉連句における三季移りの手法や機能を明らかにす
るために季移りの実態を確認することから始めることとする。
二、三季移りの実態
初ウ５ 　うまとむる関の小家もあはれ也 　　　芭蕉初ウ６ 　　桑くふむしの
雷
に恐づ 　　　　　　清風
（夏）
初ウ７ 　
なつ痩
に美人の形おとろひて 　　　　曾良
（夏・恋
初ウ８ 　　
霊まつる日
は誓はづかし 　　　　　素英
（秋・恋）
初ウ９ 　
入月
や申酉のかたおくもなく 　　　　清風
（秋・月）
初ウ
10
　　
雁
をはなちてやぶる艸の戸 　　 芭蕉
（秋）
初ウ
11
　ほし鮎の尽ては寒く
花
ちりて 　　　　素英
（春・花
初ウ
12
　　去年のはたけに
牛房芽
を出す 　　　曾良
（春）
名オ１ 　
蛙
寝て
こてふ
に夢をかりぬらん 　　　芭蕉
（春）
名オ２ 　　
ほぐし
しるべに国の名をきく 　　　清風
（夏）
名オ３ 　
あふぎ
にはやさしき連歌一両句 　　　曾良
（夏）

（元禄二年五月下旬「すずしさを」歌仙／四季移りの
例７
）
　季移りは、その句作の姿勢から二種に分類することができ
る８
。
付合とは本来、付句作者の作意のもとで新たな世界へと転換を図られるものである。つまり、季移りもまた、そうした付句作者の前句の転じの一手法として存在しているわけだ。 例えば、 右の 「すずしさを」歌仙で 、名残表折立から二句目にかけての春から夏への季移りは、七句前に夏の句が二句あり、ここで再び夏へ季移りする必然のない箇所において、清風が芭蕉の春の句に対してあえて季移りを選択していることがわかる。このように、季移りは通常、付句作者が前句に対して同季を付け か、雑にするか、他季を付けるかという選択肢から他季 句 ることによって、結果的に季移りは出現するわけだが、それとは別に定座 季 制約によって季移りを余儀なくされる場合 ある。
　そもそも、初折裏の月は初表の月の定座に関わる秋季によって
左右されている。 例えば歌仙では、 月の定座は表 五句目であり秋は初裏移りまで最低三句続く。次に秋が詠めるのは、同季五去の規定上、通常は裏六句目辺 らということ な 。ところが、 「すずしさを」歌仙のように 裏の月 関わる秋季を出すのが裏八句目までずれ込んだ場合、秋の 数は三句以上であ ので、十句目までは秋を詠まざるを得ない。さらに、裏十一 目は花の定座であるから、花 出すために春とせざ を得な 。つまり、こ 場合は、十句目・十一句目とも 季移りすることを回避できないの ある。 「すずしさ 」歌仙では 花前を詠んだ芭蕉
〔　　〕67
は十一句目で春に季移りせざるを得ない状況で秋を詠んだことになる。 句目の芭蕉が用いた「雁」という季語は、本季は秋ではあるが、春の帰雁に読み替えることが可能であって、こうした季語を用いたのは、後句 花の句への配慮ということになるだろう。それに対して、十一句目の素英は、 寒し」など、一句自体の季感をずらすことが可能な仕立てで応じている。このように十・十一句目の花前における季移りでは、前句作者・付句作者ともに季移りに際してより自然な付合となるように作意を働かせることとなり、これは前述し 付句作者の作意においてなされる通常の季移りとは異なる。したがっ 本論では、こうした季移りを便宜上「せざるを得 い季移り」と呼んで区別しておきたい。
　三季移りには、この初裏の月・花の定座の前後に関わる「せざ
るを得ない季移り」を絡めた 移りが非常 多い。これ 一つには、初裏の後半には月
（秋）
・花
（春）
に関わって最低六句は季句
が集中するために、季移りが出現しやす ためとも考えられる。こうして三季移りは、出現した場所を中心に、季移りの仕方などから、大きく通常型と花前型 二つの型に分類できる。以下、この分類に従って見ていこう。
三、通常型
（付句作者の作意によって展開される三季移り）
発句 　　けふばかり人も年よれ
初時雨
　　　　芭蕉
（冬）
脇 　　　野は
仕付たる麦
のあら土 　　　　　許六
（冬）
第三 　
油実
を売む小粒の吟味して 　　　　　洒堂
（秋）
初オ４ 　汁の煮たつ
秋の風はな
　　　　　　岱水
（秋）
初オ５ 　宿の
月
奥へ入ほど古畳 　　　　　　　嵐蘭
（秋・月）
初オ６ 　　先工夫する
蚊屋
の釣やう 　　　　　執筆
（夏）

（元禄五年十月三日「けふばかり」歌仙）
　例えば、 「けふばかり」歌仙では、脇の「仕付けたる麦」とい
う言い回しが季節感を限定し得ない言い回しであり、また「…麦のあら土」と一句の中心は「あら土」の方にある。そのため、第三では季移りを行いやすい句となっている。それを受けて第三は、前句の麦蒔きを終えて農事の暇ができ油実でも売ろうと準備する体に詠みなした。 「油実」は秋季で るが、秋採って蓄えていたものと見なして、前句の初冬 季節に合わせることで季移りを行っている。五 目は月の定座。前句に「月」があ 場合は、その「月」を他季の月と見なすこ で付句 季移りしやすい ここも、夏の へ転じることで った例である。このように、付句作者が季移りを選択した結果、それ 続くこ で三季移りとなる。こ 通常型の三 移りは全八例あるが、さら 詳しく見てみると、さらに次の二つ バリエーションがあ て、発 関連が三例、花関連が五例出現してい
る９
。
（一）発句関連通常型
発句 　　
はつ雪
のことしも袴きてかへる 　　　野水
（冬）
脇 　　　
霜
にまだ見る蕣の食 　　　　　　　杜国
（冬）
第三 　
野菊
までたづぬる蝶の羽おれて 芭蕉
（秋）
初オ４ 　
うづら
ふけれとくるまひきけり 　　荷兮
（秋）
初オ５ 　麻呂が
月
袖に鞨鼓をならすらん 　　　重五
（秋・月
〔　　〕68
初オ６ 　　
桃花
をたをる貞徳の富 　　　　　　正平
（春）

（貞享元年「はつ雪の」歌仙）
　「はつ雪の」歌仙の脇から第三への季移りでは、 「霜」
（冬）
「蕣」
（秋）
、 「野菊」
（秋）
「蝶」
（春）
と一句中に二つの季語がそれぞれ
詠まれている。発句・脇では雪と霜が中心の冬の句、第三と合わせると野菊にひかれて朝顔と野菊の秋 の句となり、晩秋の光景として冬から秋へと季移りしている。このように二つの季語が句中にあると、一句における季節感は、詠み込まれた季語とは別の季節感を示すようになる。例えば脇「霜に…」の句では、秋霜とも冬枯れの朝顔とも解され 、冬と秋との狭間の季節感を表現しているのである。さらに、第三「野菊…」の句 「蝶 羽
おれ0
て0
」と表現することで、 「蝶」の本季である春ではなく、 「野菊」
の秋の季節感を強く打ち出し、こうした付句・前句 工夫が晩の景を作り上げていくわけだ。このよ 一句の を表出する句意を巧みに利用することで付句の芭蕉は季移りし いるのある。さらに、正平が表六句目で桃花を詠んで前句の秋の月を春の朧月へと転じ季移 した結果、ここは三季移りとなった
発句 　　温海山や吹浦かけて
夕涼
　　　　　　芭蕉
（夏）
脇 　　　
みる
かる磯にたたむ帆莚 　　　　　不玉
（夏）
第三 　
月
出ば関やをからん酒持て 　　　　　曾良
（秋・月
初オ４ 　土もの竈の煙る
秋風
　　　　　　　芭蕉
（秋）
初オ５ 　しるしして
堀ママ
にやりたる
色柏
　　　　不玉
（秋）
初オ６ 　　
あられ
の玉を振ふ蓑の毛 　　　　　曾
良Ａ
（冬）

（元禄二年六月十九～二十一日「温海山や」歌仙）
　「温海山」歌仙でも同様で、 「月」を用いて曾良が夏から秋へ季
移りし、さらに再び曾良が「色柏」に音を添えるものとして「あられ」を付け冬へと季移りしたことで三季移りになっている。
　発句関連の通常型は、ここに挙げたように貞享期に一例、 「お
くのほそ道」旅中に一例、元禄五年に一例の三例である。百韻には例外が一例ある
がＢ
、歌仙では夏・冬の発句の場合に起こるもの
で、 脇から第三、 五句目から折端にかけて季移りが起こっている。初表五句目の月の定座を絡めたものであるため、 月」は脇または第三、定座である五句目に詠まれて季移りに用いられる。脇から第三への季移りは、 を長高く詠む意識の表れであると推測でき、 転じを季移りを利用することによってより明確にしたものと考えられ
るＣ
。また、五句目から折端にかけての季移り
は、脇・第三の季移りに伴って秋 早く出され、通常は季のあるところが雑になる を避けて季 詠み込んだためであろ
うＤ
。
（二）花関連通常型
　通常型には、 この発句関連型の他に、 次に示すような花への 「せ
ざるを得ない季移り」の後、花の定座関連の春季 後にさら 季移りす ことによって三季移りになったも もある。
初ウ７ 　笠敷て衣のやぶれ綴り居る 　　　　　桐葉初ウ８ 　　
あき
の烏の人喰にゆく 　　　　　　芭蕉
（秋）
初ウ９ 　一昨日の
野分
の浜は月澄て 　　　　　工山
（秋・月
初ウ
10
　　
霧
の雫に竜を書続ぐ 　　　　　　　東藤
（秋）
初ウ
11
　
華曇る
石の扉を押ひらき 　　　　　桐葉
（春・花
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初ウ
12
　　美人のかたち拝む
かげろふ
　　　　工山
（春・恋）
名オ１ 　蝦夷の聟声なき
蝶
と身を侘て 　　　　芭蕉
（春・恋）
名オ２ 　　
生海鼡
干にも袖はぬれけり 　　　　東藤
（冬）

（貞享元年十二月十九日「海くれて」歌仙）
　初裏十・十一句目の季移りは、花前まで裏の月関連の秋季がず
れ込んだため「せざるを得ない季移り」となった例である。名残表二句目東藤は、付合で婿の様子を「声なき蝶」というのであって、 「蝶」は比喩となって季感を くす。 「蝦夷の聟」の侘びしい生活を具体化する中で「海鼠」の冬に季移りした例である。
初ウ
10
　　嶋の御伽の泣ふせる
月　　　　　　芭蕉
（秋・月）
初ウ
11
　色々の祈を
花
にこもりゐて 　　　　　等窮
（春・花）
名オ１ 　　かなしき骨をつなぐ
糸遊
　　　　　曾良
（春）
名オ２ 　山鳥の尾にをく
としやむかふ
らん 　　芭蕉
（春）
名オ３ 　　芹
堀ママ
ばかり
清水つめたき
　　　　　等窮
（春）
名オ４ 　薪引
雪車
一筋の跡有て 　　　　　　　曾良
（冬）
名オ５ 　　をのをの武士
冬籠る
宿 　　　　　芭蕉
（冬）

（元禄二年四月二十二・三日「風流の」歌仙）
　名残表二句目等窮の「芹掘る」の前句に対して、曾良が雑の句
ではなく、冬を付けたことによって三季移りになった。付句は、言葉の上では「雪車」は冬の季語であるので、一句として冬のではあるが、前句との付合における季節はこ 「芹」が効い 新春である。前句の「芹」 句を「雪車の跡」という言葉で受けて雪国の新春の景と付けた。 「跡 という語は、前句との兼ね合いでは句意を春とも解釈でき、一句としては冬でも は春
となるように言い回しを工夫することで季移りをした例である。
　花の句への季移りは前述のように初裏の月に関わる秋季がぎり
ぎりまでずれ込んだための「せざるを得ない季移り」であって、その季移りを承知の上で、さらに季移り 重ねたことで三季移りしたも である。この花関連通常型の三季移りは貞享期の三季移り全七例中一例、元禄期は全九例中、元禄元年に一例、同二年に二例、同五年に ずつ見られるものの 晩年においては見られなくなる。代わって、同様に花 句に関連して で あるが、元禄二年以降増加し 晩年 至るまで出現 た が次のような型である。
四、初裏の花前型
（季移りを仕掛ける裏七句目）
　これまで見てきた例はいずれも、連句が展開される流れの中
で、付句作者が季移りを意識的に取り入れた結果三季移り なっていたと言ってよい。しかし、以下述べる初裏の花前型はそうした付句作者のみの 意によって行われた例とは一線を画しており、連句の性格に照らして注目すべき三季移りであると言える。芭蕉連句にお て最も多いのは、これから検討する花前の「せざるを得ない季移り」の前段階で季移り た結果三季移りになるであ 。こうした三季移りは、全一二例存在 通常型を上回 。さらに、その出現場所によって発 関連・花関連とバリエーションを持つ通常型とは異なり、初裏 花前と限定され 場所において多く出現している点が特徴的である。また、この例は貞享期から見られるものの 貞享期は三例のみ 「おく ほそ道」旅中
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に三例出現した以後、晩年に至るまでの三季移りのほとんどがこの花前型三季移りとなっている。次に挙げた「水鶏啼と」歌仙のように推敲過程の窺われる晩年の連句において残されていたのも、こ の三季移りである。以下、その実態を見ていこう。
初ウ４ 　　雨の降日をかきつけにけり 　　　　芭蕉初ウ５ 　炮烙のもちにくるしむ
蠅
の足 　　　　露川
（夏）
初ウ６ 　　
藺を刈
あげて門にひろぐる 　　　　素覧
（夏）
初ウ７ 　
切麦
であちらこちらへ呼れあふ 　　　芭蕉
（夏）
初ウ８ 　　お旅の宮のあさき
宵月
　　　　　　露川
（秋・月
初ウ９ 　
うそ寒き
言葉の釘に待ぼうけ 　　　　素覧
（秋）
初ウ
10
　　袖にかなぐる前髪の
露　　　　　　芭蕉
（秋）
初ウ
11
　
咲花
に二腰はさむ無足人 　　　　　　露川
（春・花

（元禄七年五月二十五日「水鶏啼と」歌仙『笈日記』 ）
　この「水鶏啼と」歌仙のように、初表の月の定座関連の秋が初
裏移りまで続いた場合、秋は五句去であるから、初裏は七句目から月に関わる秋を詠むことができる。しかし、月は本季を秋とするので、初裏八句目まで秋を出すのがずれ込むと 秋 三句以上であ 前述のように花の定座との関連から、十・十一句目が秋から春への季移りを余儀なくされる。実際に、一句に月花を共に詠み込んで、初裏十一句目に春季で詠まれたものを除く 裏の月が秋以外で詠まれたも は今回の調査対象連句全一五五例中七例しかな
いＥ
。したがって、この三季移りでの初裏七句目が夏か
冬を詠んだ場合には、七句目からの十一句目が
夏（冬）
・秋・秋・秋・
春
（花）
というように、七句目・八句目における他季から裏の月
関連の秋季への季移りと、十句目から花の句への季移りを強制することになるのである。つまり、花の句が季移りすることを承知で七句目を春秋以外の季にして
夏（冬）
・秋・秋・秋・春というように
三季移りを仕掛けるか、花の句への季移りを避けるために、自身が前句から
（例えば「水鶏啼と」歌仙では芭蕉が前句の夏季から）
秋季
に季移りをして十句目を雑にする余地を作るのか、あるいは、七句目は雑の句に 八 以後の作者に委ねるかという選択の中、 作が行われてい のである。そして、初裏八句目の作者はそれを受けて、付 で他季の月 詠んで花 句への季移 を避ける
かＦ
、雑の句を詠んで九句目に月を秋以外で詠むよう企図する
か、秋季もしくは月を詠んで花の句への季移りを企図するか いう選択をすることになる。季移りは、こうした選択 経 行われたわけだ。いわば、この三季移りは、初裏七 作者が季句を出した瞬間、一座の者は八句目で秋季に季移りし、以下三句秋が続いた後、花の句への季移り 覚悟すること なる。すなわち、この花前型三季移りには、他の通常型の三 のように付句 作意として展開される三季移りと 明確に異なった意識が存在しているのである。ここには、連句の季の展開がどのよう 意識でなされていたのか、という問題を解くヒントがあ 以下 花前型三季移りに焦点を絞って考察をしてみたい。（一）花前型三季移りにおけ 初裏七句目の季語
　こうした三季移りの初裏七句目の季語を見てみると、例えば「水鶏啼と」歌仙では、 「切麦」となっており、食べ物を出すこと
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によって、付句で直接他季へ転換しやすくするような配慮が見られる。 「食べ物」の季語は、本季以外にも季節の読み替えがしやすく、季移りが容易に行える季語として意識され、そのために、「せざるを得ない季移り」において多く使用されてきた。このように、花前型の三季移りにおける初裏七句目の季語だけ取り上げてみると これは「せざるを得ない 移り」の時 前句の意識と近く、どのように付句が当句を読み替えるのかをある程度想定した上で、読み替えがしやすい 語 選んでい ように思える。言い換えれば ここでは初裏七句目の芭蕉が露川に対して、あらかじめ露川が季移りしやすいような を詠んで季移りを誘い 三移りを仕掛けたと言えよう。
初ウ６ 　　はなてる鶴の鳴かへる見ゆ 　　　　芭蕉初ウ７ 　
霜
覆ひ蘇鉄に
冬
の季をこめて 　　　　安信
（冬）
初ウ８ 　　煤けし額の軒をもる
月　　　　　　重辰
（秋）
初ウ９ 　
秋
やむかし三ツにわけたる客とかや 　知足
（秋）
初ウ
10
　　いろいろ置る夕ぐれの
露　　　　　如風
（秋）
初ウ
11
　散レとこそ蓑着てゆする
花の陰
　　　安信
（春・花

（貞享四年十一月六日「めづらしや」歌仙）
　初裏七句目、安信の句に注目した
いＧ
。一句としての「霜覆ひ」
の句の季は冬ではあるが、 「冬の季をこ て」という言い回しは冬でない季節も想定し得る。前述のように、安信が初裏七句目を秋以外 詠む段階で、おそらくは付句は秋へ季移りし、十・十一句目が秋から花 春の句へと季移りを余儀なくされ、三季移りになってしまうと想像がつく。そうした中であえて冬の句を詠むこ
とで三季移りを企図し、 その際に、 こうして冬の句でありながら、季を動かしやすい工夫を加えているわけだ。安信の仕掛け通 、付句作者の重辰は前句 晩秋の景に見替えて秋に季移りしている。しかも、付句で詠み込まれた季語は「月」 。 「月」は、 わば季移りを自然にこなすための常套手段として用いる季語と認識されていたものである。 「月」を用いることで重辰は軽く前句の季を冬から秋へと転換したと言えるだろう。
　同様に、花前型三季移りの発端となる初裏七句目がどのような
季語で詠み、それを初裏八句目がどう受けるかを見てみよう。
初ウ７ 　門守の翁に
紙子
かりて寝る 　　　　　重五
（冬）
初ウ８ 　　血刀かくす
月
の暗きに 　　　 荷兮
（秋・月

（貞享元年「炭売の」歌仙）
「紙子」の本季は冬 はあるが、年中存在す し、 「紙子 りる」という言い方が一句の世界を日常ではない場所を想定させる。その意味で次に秋を出しやすい。付句では「月」とい 年中見られる季語を用いることで自然に季移りしている。前句 紙子」は『はなひ草』
（寛永十三）
で十一月、 『毛吹草』
（正保二）
『増
山井』
（寛文三）
十月、 『世話尽』
（明暦二）
では兼三冬となっている。
初ウ７ 　夕立の先に聞ゆる
雷
の声 　　　　　　楚竹
（夏）
初ウ８ 　　馬もありかぬ山際の
霧　　　　　　東睡
（秋）

（貞享四年十二月九日「たび寝よし」歌仙）
気象などの自然現象は、それ自体が本季を中心に幅を持っており、季移りを行いやすい。前句の「雷」付句の「霧」 、両者ともに自然現象を詠み込むことで自然に季移りがなされた例と言え
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る。 「雷」は『手挑灯』
（延享二）
に六月、ただし『産衣』
（元禄十一）
には「いかづち、雑なり」とある。
初ウ７ 　放されてねりがむ牛の
夕
すず
み　　　友五
（夏）
初ウ８ 　　つかへにさはる旅の
いなづま
　　岱水
（秋）

（元禄元年「雪ごとに」歌仙）
ここでは、前句「夕涼み」は『連珠合璧集
（文明八）
以来六月の
季語であって 晩夏から初秋にかけて、というように、秋涼と見替えることも可能であろう。また、付句の「いなづま」も自然現象であるので、晩夏にも出現し得るものであって、両者ともに晩夏から初秋にかけての情景として季移りしやすい。
初ウ７ 　名どころのおかしき小野の
炭俵
　　　翅
輪Ｈ
（冬）
初ウ８ 　　
砧
うたるる尼達の家 　　　　　　　曾良
（秋）

（元禄二年四月「秣おふ」歌仙）
「炭俵」は、 『炭俵』
（元禄七年六月刊）
に「かの冬籠の夜、きり火
桶のもとにより くぬぎ炭のふる歌をうちずしつるうつ 、 「炭だはらといへるは誹也けり」と独ごちたるを」書名とした、と素龍の序文にある。 「炭」は十月。だが、 「炭俵 自体の初出は『俳諧手挑灯集』
（延享二）
に炭の傍題として掲出し十月、 『季引席用
集』
（文政元）
『四季名寄』
（天保七）
に至って兼三冬となっており、
明確に冬の季語であったかは判断しがたい問題でもあ
るＩ
。
　「名どころの…」句では、年中見られる「炭俵」の季感は雑に
近く曖昧なものとなっている。それ 対して付句では、そうした「小野」のイメージにふさわしく「砧」を打っているのも「尼達の家」であると応じている。 「炭俵」の句を冬とするか否かの問
題はあるが、冬の句としてもそうした「炭俵」を用いることで季移りが行いやすい仕立てになっていることは指摘できる。
初ウ７ 　
なつ痩
に美人の形おとろひて 　　　　曾良
（夏・恋）
初ウ８ 　　
霊まつる日
は誓はづかし 　　　　　素英
（秋・恋）

（元禄二年五月下旬「すずしさを」歌仙）
　前句「夏痩」の女を、夫を喪ってやつれた姿と見て、盂蘭盆会
に自分一人生き長らえているのを恥じる体を付けた。 「夏痩」は『世話尽』
（明暦二）
『滑稽雑談』
（正徳三）
に六月とある。 「霊まつ
る日」が七月十五日頃であるので、初秋の「霊まつる日」にこの夏にすっかりやつれてしまって、と前句を少し前の出来事として、恋 恋で応じている。 「霊まつる日」という明確な季感を持つ季語を詠み込みながらも、自然に季 できる は、前句の「おとろひて」という言い回しである。句中に時間の経過を示す語を詠み込むことで自然に季移りできるような一句とした例である。
初ウ７ 　
雪
ふらぬ松はをのれとふとりけり 　　如柳
（冬）
初ウ８ 　　
萩
踏しける猪のつま 　　　　　　　芭蕉
（秋）

（元禄二年六月二日「御尋に」歌仙）
雪は冬を本季としてはいるが、当句の「雪ふらぬ」という言い回しは冬という節を不確定にしてしまう。 「雪が降らな ような温暖な地」として雑としての読み換えができる。
初ウ７ 　ささ莚手づから
鮎
の□を切て 　　　　芭蕉
（夏）
初ウ８ 　　虹にそでほす夕□れの
霧　　　　　拙許
（秋）

（元禄三年春「日を負て」半歌仙）
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前句「鮎」は生き物であり食べ物でもあることから季移りには用いられやすい。付句の「霧」も季移りに多く用いられている常套的な季語。なお、 「鮎」は『はなひ草』
（寛永十三）
で五月、 『通俗
誌』
（享保元）
では兼三夏となっている。
初ウ７ 　
切麦
であちらこちらへ呼れあふ 　　　芭蕉
（夏）
初ウ８ 　　お旅の宮のあさき
宵月
　　　　　　露川
（秋・月

（元禄七年五月二十五日「水鶏啼と」歌仙『笈日記』 ）
「切麦」という食べ物を用いた前句に対して、付句では「月」で軽く転換している。なお、 「切麦」は『はなひ草』
（寛永十三）
で
六月、 『通俗誌』
（享保元）
では兼三夏である。
初ウ７ 　めきめきと川より
さむき
鳥の声 　　　鳳仭
（冬）
初ウ８ 　　米の味な 此里の
稲　　　　　　　芭蕉
（秋）

（元禄七年夏「夕
や」歌仙『ゆずり物』 ）
　一般に、感覚を表すような季語は、その定義自体が主観的な季
語であり、また、 「寒し」が心情的な寂寥感を表したり、 「涼し」が心の涼しさをも表したりするように、心情をも含意することで季移りにおいて多用される。前句は寒暖の感覚「寒し」で、本季は冬ではあるが、秋・冬によく用いられる。稲は植物であるしまた、植物から食べ物などと見替えが可能な語でもあ
　これまで見てきたように、初裏七句目に選び取られてくる季語
は、読み替えが可能であった 比喩的であったり、食べ物や寒暖の感覚を表す季語、自然現象と、本季はあるものの他季 存在し得るという意味で 節感が曖昧に りやすく、季移り 自然に行える季語であること 多い。一方 裏八句目において選び取
られた季語は、まさに「せざるを得ない季移り」において多用されるような常套的な季語である。 「月」や「露」 、 「霧」など多季で見られたり、語自体が多義的に利用され るものであったりと、季移りしやすいと認識されていた季語が詠み込まれている。
　また、一句として見ると、季移りを自然に行えるよう工夫がな
されていたと考えられる。 「～して」などの時間経過を示す語や否定表現を用いることによって、一句の季を句中の季語の本季ではない他の季節感でも解釈できるように言い回しを工夫したり、季節の幅を持たせたりすることによって、より季移り しやすくさせるように仕立てられてい のである。一句としてどのように季移りをさせて くか、という方法はそ ぞれの によっ 異なるが、ここに選び取られてくる季語の特性 はある共通点が見いだせ 。例えば、夏なら晩夏、冬なら初冬 季語など いうように、八句目の秋のために秋周辺に位置する 語が多い、ということが七句目の季語に指摘できるのである。こ した季語 付合においては季節を本季から前後にず すことによって、秋からは少し季節外れの、あるいはま 季節を先取りしたものとして季移りしやすい季語と扱われているの あ 。こ らの工夫は、三季移りにあって、いかに自然に 移りをさせていくか う関心のもとに句が付けられた結果と見るべきものであろう。（二）花前型三季移りと季の展開
　すでに述べたように、花前型三季移りは芭蕉連句において元禄
二年以後の三季移りの大部分を占めてい
るＪ
。花前型に限らず、裏
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の花を絡めた初裏の花関連の三季移りの占める割合は特に「おくのほそ道」以後に増加している。花関連の三季移りの最大の特徴とは、裏の月と花 定座 の秋から春への「せざるを得ない季移り」を中心にするこ であると定義した。そこにさらに前後に他季を重ねたこよって起こるのがこの三季移りであ 。だとすると、この三季移りの歌仙では、全季句における初裏の占める割合が高いということは容易に想像がつく。事実、芭蕉連句全体では全季句中初裏の占める
割合が六三・〇％となるのに対して、三季移りが出現した連句においては、この割合の平均が六七・二％と高くなる。例えば、四季移りが出現する「すずしさを」歌仙において、全季句における初裏の季句 占める割合は、六六・六％であって初裏の の割合が高い。これは、裏の月と花の定座に関連した季句が詠み込まれるため、春秋三句の規定から、少なくとも六句は初裏に季句が集中す ことになるためである。
　季の配置例の内、①は貞享期の例、②「かくれ家や」歌仙・③「すずしさを」歌仙は連衆は異なるが、共に「おくのほそ道」旅中で巻かれた歌仙である。これを見ればわかるように、裏 月の句と花の定座の関連で季句の過半数がこうして初裏 後半中心に存在するのである。実際、 自体 平均は芭蕉連句全体で五三・一％であるのに対して 三季移り出現の連句は五八 四 、季句の占める割合も高い これは、貞享期 句の平均六一・六％に近い数値であると言える。上段の表中①は『冬の日』所収「狂句こがらし」歌仙であるが、この例からも明らかなように貞享期の季の句の割合の高さとは、全体的に季 配置され、しかも多く詠み込まれたことに起因す 。一方、四季移りの出現する③「すずしさを」歌仙は、全体的に季が多いというよりも、初裏の後半に一極集中的に季が配置されていることがわかる。 れはむしろ、②「か れ家や」歌仙 展開と近く、③「すず さを」歌仙は初裏に季が集中しているものの、初裏以外
（初表や名残の折）
の季の句の数 は大した差はない。
　つまり、全連句の平均よりも、三季移りの出現した連句に季句
歌
仙
の
季　
展
開
例
場 　所
①
②
③
初折表
発句
冬
夏
夏
脇
冬
夏
夏
第三
秋
夏
４
秋
秋
５
秋月
秋月
秋月
６
秋
秋
秋
初折裏
１
秋
２
　　恋
３
　恋
冬
４５
冬
　　恋
６
　恋
夏
７
秋
夏 　恋
８
秋
秋月
秋 　恋
９
秋月
秋
秋月
10
秋
秋
11
春花
春花
春花
12
春
春
春
名残表
１
春
春
春
２
　　恋
夏
３
　恋
夏
４５
冬
　　恋
６
冬
冬
　恋
７
冬
８
夏
９
秋
秋
10
秋月
秋
11
秋
秋月
秋月
12
秋
秋
名残裏
１
秋
２３
　　恋
　　恋
４
　恋
　恋
５
春
春花
春花
挙句
春
春
春
※①貞享元年「狂句こがらし」歌仙、②元禄二年四月二十四日「かくれ家や」歌仙、
　③同年五月下旬「すずしさを」歌仙。
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数が多いのは、貞享期のように全体的に季が多く、一巻として季が混み合っているからではなく、季の句が分散されることなく、初裏を中心に展開された結果であるということができる。初裏の後半を中心に季が集中するのはルール上当然の ではあ が、こうした傾向が三 移り 出現した連句には顕著であると指摘できる。ここには、季を一箇所に集中させる意識があった 言うことができるのではないだろうか。花前型三季移りは、そ したの集中 初裏七句目で秋以外の季の句を詠んだ段階で予期されている。そこには、 れま 雑 多か たという見渡しも働いていたであろう。それ ともかく、三 移りにあっては、初裏七句目の作者が意図し、他の連衆がその仕掛けに乗る形で初裏の後半の季の句が展開されたわけだ 花前型 三 移りとは、このように初裏七句目 要となり、 に伴い引き起こされた季移りを含む一連の季の展開だと言えるのである。
おわりに
　付句作者は前句に付けるということのみを考えて句を出すもの
だと私たちはつい考えがちだ 、月・花の定座がある以上、だからと言って全く後の展開をも考慮に入れ い いうわけにはいかない。これら定座の存在は付句作者たちに って 後 展開 予測への指標となって連句の季の構成を特色づけ、傾向をもたらしている。三季移りを見 ると、そうした季の への意識が、とりわけ芭蕉連句に特徴的な花前における三季移りにおいて、「初裏七句目」という一見花の定座からは離れ、無関係と思える
位置にまで遡って、はっきりと読み取ることができる。三季移りを企図した初裏七句目に詠み込まれてくる季語は季移りしやすい季語であって、一句としては自然な季移りを行えるような文体の工夫が見られる。一方、それを受ける裏八句目には花前で詠み込まれるような「月」や、食べ物、寒暖の感覚など季移りでの常套的な季語が多く見られる。さらに、秋季から花の句の春季へと季移りせざるを得ず、この間ずっと連衆はいかにして三季移りを効果的に、より自然にこ していくか いう意識のもと、句作が行われていくよう工夫していたことが窺われる。こうして 前における三季移りは、結果と れば月の句 花の定座を絡めつつもそこに一極 季が集中したものだと言うことができるだろう。そのように考える時、三季移り 効果 は まさた季の集中に って一巻 ひとつの山場 もたらされることあっ と言うことができまいか。そしてそれは、初裏 七句目という場所において企図され、一連の季が展開されていたのである。人情句をあえて連ねていく「逆茂木」という手法が 花前型の三季移りとは、この「逆茂木」 も似た意図的に 思えような季 句の集中を企図しつつ、結 一巻に 節の山場を作る展開の仕方を示すものだった ではないだろうか。注（１） 　「裏…又、連歌には四春八木と覚て、四句めに春を出さず。八句
めにたかき植物仕出さざるは、花につかゆる故也。俳には六句めに春を用捨し、拾句めにたかき植物 斟酌有べき」 （ 『 諧無言抄』 ）というように、花の を詠みやすくするため、裏の句を詠むに当たっての配慮が連歌以来説かれて た。
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（２） 　今回の調査対象は貞享元年『冬の日』以降の芭蕉が一座した連句
である。なお、季移りは季の展開とも関わるため、一定の長さが必要となる。そのため、今回は半歌仙以上の長さを有するものに限り検討の対象とした。ただし、世吉や五十韻など百韻形式のものは、形式が異なるために検討結果から除き、参考に留めた。以下、本論では「芭蕉連句」 称す
（３） 　以下、本論では四季移りも含めて「三季移り」と総称する。（４） 　当時、三季移りについての言及はなく、 『貞享式海印録』の解説
が最も初期の記述である。
（５） 　季移り数とは、二季移り・三季移り・四季移り全て、一回の季移
りの箇所の数である。また、この「三季移り」の数に 、四季移りを含んでいる。なお、百韻形式での三季移りはこの他に四例ある。
（６） 　三季移り全二〇例の内訳は、貞享期に七例、元禄期に九例、晩年
の元禄六・七年には巻き直しを含めて四例である。元禄期の九例の内、 「おくのほそ道」旅中には五例がここに集中している。なお百韻形式のものが他に、貞享期 三例、元禄元年に一例見られる。
（７） 　以下、連句の引用及び季語・恋 認定 『校本芭蕉全集』による。
論の展開上、作者の下欄には季節名、季語には傍線を付してある。
（８） 　季移りの手法や季移りに用いられた季語など 「 」の考察
に関しては、拙稿「芭蕉連句季移り考 （ 『連歌俳諧研究』
115号（平
成
20年９月号） ）参照。
（９） 　「日の春を」百韻と「蓮池 」五十韻の 例もこの例である。（
10） 　底本（ 『曾良書留』 ）記載なし。 『新編芭蕉大成』 （三省堂）による。
（
11） 　「日の春を」百韻は春発句から三季移りの例である。
（
12） 　夏・冬発句の連句で、第三が発句と同 のも は全八一例中、一八例のみで、同季を三句続けることは展開が乏しくなるために少ない。脇・第三で季移している例は一七例であって、残りの四六例が雑の句である。第三への転じの大きさを重視していたことがわか
る。
（
13） 　実際に折端に月の定座関連の秋が詠まれたのは一五五例中七六例（四九％）でおよそ半数である。また、秋季以外の季を入れて折端を詠んだのは二二例ある。つまり、およそ六三％が折端に季を持たせていることになる。
（
14） 　この七例には「木のもと 」歌仙の同一句を含む。
（
15） 　傾向的には少ないが、裏の月の約一八％は秋以外の月が詠まれている。そのほとんどの場合で花の定座関連で春季の月である。
（
16） 　安信は季移り 積極的に関わった作者として特筆できる。一巻に季移りが四箇所出現する「星崎の」歌仙と、この「めづらしや」歌仙に登場するが、その総句数二八句中、五回の季移りに関わっている。貞享期の尾張連衆と一座した歌仙では同様に季移りが多く出現するが、中でも安信の季移りへの関わりは突出してい
（
17） 　翅輪か。 『新編芭蕉大成』による。
（
18） 　『御傘』 （慶安四）に 炭焼の説明として「冬なり。炭 ばかりも、冬なり」とあり、 「炭」 字自体に冬の季感があったことも考えられる。例えば、 『坂東太郎』では「炭竈／軒や峰跡うつ蝉の炭俵 　調翁子」 『洛陽集』では「あれにけり妹が小宿 炭俵 　如風」とあって、冬の部立の中に詠み込まれている。ただし、 『阿羅野』 「炭俵」の句は二例あって、一例は「正月 魚のかしらや炭だはら 傘下」で「正月」とともに詠み込まれ、もう一例 、 「すびつさへすごきに夏の炭俵 　其角」と「夏の炭俵」として詠まれている。傘下の句は見立ての句であ し、其角の句は「炭俵 を冬のもの しての認識からあえて「夏」とした も考えら るが、明確に冬を本季として持っていたとは言い切れないものが
（
19） 　元禄二年以降の三季移りは一四例あって、その内八例が花前型の例である。また、通常型まで含めた花関連の三季移 一一例。
